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一般社団法人山口県医師会令和４年度第１０回理事会 

 

令和４年８月４日(木) 午後５時～午６時４５分 

加藤会長、沖中・中村両副会長、伊藤専務理事、前川・河村・長谷川・上野・茶川・ 

縄田各常任理事、白澤・藤原・竹中・木村・岡・藤井・國近各理事、藤野・宮本・ 

友近各監事 

 

協議事項 

１ 健康福祉部との懇話会について 

 標記懇話会は 9 月 15 日（木）に開催日を変更。協議事項の案として、地域医療構想

の推進等 7 項目について検討し、一部修正の上、次回理事会において再協議とすること

とした。 

 

２ 新型コロナウイルス感染症対応「休業一時金」の申請について 

 標記一時金の申請１件について審議を行い、承認した。 

 

３ 第 49 回全日本医師テニス山口大会及びスポーツ予防医学研究会に対する補助金及

び名義後援について 

 10 月 8 日～10 日（土～月・祝）、宇部市において山口県医師テニス協会が主管となっ

て開催される。後援の承認及び助成金の支給を決定した。 

 

報告事項 

１ 臨床研修医交流会第 4 回幹事打ち合わせ会「Web」（7 月 23 日） 

 8 月 27 日に開催する標記交流会について、グループワークの進め方等について協議

を行った。（中村） 

 

２ 第 1 回山口県糖尿病療養指導士講習会「Web」（7 月 24 日） 

 ｢糖尿病の現状と課題、糖尿病の療養指導と療養指導士の役割｣、｢糖尿病の概念、成

因、分類、診断、検査」、「糖尿病の検査・治療総論」の講義が行われた。受講者

115 名。（上野） 

 

３ 新規個別指導・個別指導（7 月 28 日） 

 2 医療機関の指導の立会を行った。（伊藤、藤原） 

 

４ 医事案件調査専門委員会（7 月 28 日） 

 病院１件の事案について再審議を行った。（縄田） 
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５ 郡市医師会小児救急医療担当理事協議会（7 月 28 日） 

 令和 3 年度小児救急関係事業報告及び令和 4 年度事業並びに山口県小児救急医療電

話相談事業の実績について説明等を行った。（上野） 

 

６ 第 1 回糖尿病対策推進委員会（7 月 28 日） 

 令和 3 年度の事業報告の後、令和４年度の会議日程や山口県糖尿病療養指導士講習

会等の開催、糖尿病ウォークラリーの中止について協議を行った。（上野） 

 

７ 第 1 回移植医療関係者研修会「Web」（7 月 29 日） 

 「移植医療における脳神経外科・救急医の役割」、「ドナー家族が考えたこと」と題

した講演等があった。（中村） 

 

８ 警察医会第 2 回役員会・総会・29 回研修会（7 月 30 日） 

 役員会では役員の交代、総会の議事進行、研修会等について協議を行った。総会で

は、令和 3 年度事業報告、令和 4 年度事業計画及び役員の交代について審議し、承認

した。研修会では、「検案から保険会社等への文書回答まで－死因究明を巡る対応の実

際－」と題して山口大学の髙瀨教授の講演があった。（前川） 

 

９ コロナ急拡大に伴う検査・診療体制に関する Web 会議（8 月 1 日） 

 新型コロナウイルス BA.5 系統による感染の急拡大に伴い、検査キットの無料配布に

よる自己検査の仕組みづくり等、新たな県の取組について説明等があった。（沖中） 

 

10 山口県男女共同参画推進連携会議（8 月 3 日） 

 副会長の選出、令和 4 年度の主な取組等について報告・協議の後、「性の多様性」に

ついて研修が行われた。（長谷川） 

 

11 広報委員会（8 月 4 日） 

 会報主要記事掲載予定（9～11 月号）、炉辺談話、令和４年度の県民公開講座等につ

いて協議した。（長谷川） 

 

12 会員の入退会異動 

 入会 6 件、退会 7 件、異動 9 件。（8 月 1 日現在会員数：1 号 1,221 名、2 号 865 名、

3 号 438 名、合計 2,524 名） 

 

13 新型コロナウイルス感染妊婦に対する対応の変更に関する Web 会議（8 月 3 日） 

 新型コロナウイルス感染妊婦について、原則入院の基本方針は維持するが、妊娠 36
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週未満の妊婦は条件が満たせば自宅療養が可能とすることの基準変更について協議を

行った。（藤野） 

 

医師国保組合理事会 第 7 回 

 

協議事項 

１ 傷病手当金支給申請について 

 1件について協議、承認。 

 

報告事項 

１ 中国四国医師国保組合連絡協議会「高松市」（7 月 23 日） 

 香川県医師国保組合の担当で開催され、代表者会議では、全体会議の運営や次期当番

県について協議し、来年度の当番は、山口県に決定した。全体会議では、令和 3 年度事

業報告・決算報告等の承認後、「国保組合の現状と課題」（厚生労働省大臣官房審議官 

野村知司）の講演が行われた。続いて、各県から提出された議題（将来的な医師国保組

合の存続について等）について協議を行った。(加藤、長谷川） 

 

２ 全医連代表者会（7 月 29 日） 

 令和 4 年度事業計画及び会計収入支出予算、理事の選任等について協議、承認され

た。続いて、「国民健康保険組合をめぐる状況と今後の医療の課題」（岩手医科大学医

学部客員教授、元厚生労働省医政局長 武田俊彦）の講演が行われた。（加藤） 


